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素案に対する意見交換会

骨子案に対する意見募集

計画案に対するパブリックコメント

学校設置者である市長へ最終案を報告

こども像

魅力ある学校像

魅力ある学校像の
イメージの具体化

審議会における協議
校長・教員の意見

　市教育委員会では、持続可能な魅力ある学校づくりに向けた学校再編の取組を進めています。
　このたび、「加須市魅力ある学校づくり審議会」において議論を重ね、基本計画の骨子案をま
とめました。　
　骨子案は、学校再編の具体（対象となる学校や実施時期、学校形態など）を整理するための考
え方をまとめた、検討のたたき台です。
　20年後の未来を見据え、こどもたちにとって何が最善かを皆さんと一緒に考えることは、こど
もたちにとってよりよい教育環境を整える大切な一助となります。
　ぜひ、皆さんのお考えやご意見をお寄せください。

現在

check

　基本方針で掲げる「魅力ある学校像」
は、「こども像」に示した資質や能力を育
むための学びの場となる学校の姿を表して
います。
　本市が目指す学校の姿を市民の皆さんと
共有し、持続可能な魅力ある学校づくりを
進めるため、「魅力ある学校像」のイメー
ジの具体化を行いました。

意見交換会を踏まえ、学校再編の具体案を示すもの
※審議会からの答申後、教育委員会による協議に移行

学校再編の具体を整理するための現時点の考え方を
まとめた、検討のたたき台となるもの

最終案

策定

パブリックコメントを踏まえ、学校再編の具体を示す
教育委員会としての最終案となるもの

計画案

素案 意見募集を踏まえ、学校再編の具体案として大枠を
示すもの

骨子案

本編  P１～２「基本計画」ってどんな計画なの？１

加須市魅力ある学校づくり基本計画（骨子案）

概要版

基本計画（骨子案）の詳細は、本編をご覧ください

〔小学校の児童数〕

〔中学校の生徒数〕

　各小中学校の児童生徒数の将来推計を下表にまとめました。本編では、５年ごとの推計値
（令和12年、17年、22年、27年）を掲載しています。
　20年後となる令和27年には、全ての学校において児童生徒数が減少する見込みではあるもの
の、減少の度合いは学校によって大きな差が見られます。

・児童生徒数は、特別支援学級の児童生徒
　を含む在籍児童生徒数です。

・令和７年の学級数は、通常学級数です。
　令和27年の学級数は、特別支援学級に　
　在籍する全ての児童生徒が通常学級に在
　籍するものとして算出しています。

・小学校において学級数が６学級を下回る
　学校は、２つの学年で１学級となる「複
　式学級」を編制する学校となります。

　加須市魅力ある学校づくり基本計画は、
令和７年度に策定した基本方針のもと、こ
どもたちにとってよりよい教育環境を整
え、20年後も存続し続ける持続可能な魅力
ある学校づくりを具現化する計画です。
　少子化に伴う学校の小規模化が進む中、
どの学校を、いつ、どのように再編してい
くのかという道筋を示すものであり、令和
８年度中の策定を目指しています。
　右の流れに沿って、様々な機会を通して
寄せられた市民の皆さんの意見を広く取り
入れながら計画づくりを進めていきます。



再編案を検討するためのブロック化

優先順位を見える化するための指標

本編  P51～58再編の対象となる学校や時期はどうやって決めるの？4

 少なくとも必要な
 児童生徒数の指標

 小学校 120人以上（20人×６学級以上）
 中学校  90人以上（30人×３学級以上）

 望ましい
 児童生徒数の指標

 小学校 240人以上（20人×12学級以上）
 中学校 270人以上（30人×９学級以上）

第１優先 　既に複式学級の編制となっている学校
　➡早期に検討が必要な学校

第２優先
　今後、複式学級の編制が見込まれる学校
　現中学校区内の全ての小学校の優先順位が第２優先以上となる中学校
　➡今後、検討が必要な学校

第３優先
　少なくとも必要な学級数(小学校６学級以上、中学校３学級以上) は維持するも、
　少なくとも必要な児童生徒数を下回る学校
　➡児童生徒数の動向や保護者・地域の声を注視し、検討の必要性を見極める学校

第４優先
　20年後も少なくとも必要な児童生徒数以上を維持する学校
　➡今後、小学校の全学年が単学級となり、児童生徒数の動向や保護者・地域の声を注視
　　していく学校

第５優先 　20年後も望ましい児童生徒数をほぼ維持する学校
　➡今後も望ましい児童生徒数の維持が見込まれる学校

check

　審議会での協議を踏まえ、４つのブロック候補案をまとめました（下図参照）。
　各小学校区の色は、「優先順位の指標」で設定した５段階の優先度を示しています。
　骨子案に対する意見募集により４つの候補案に関する意見を伺い、それらを踏まえつつ、「こ
どもたちへの影響」「地域性、地域コミュニティとの結びつき」「学校の持続可能性」など、総
合的な観点から学校再編ブロックを設定し、ブロックごとに学校再編の具体を整理します。

　学校再編の具体（再編の対象となる学校や実施時期、学校形態など）の整理に当たっては、
学校の持続可能性といった観点から、全市的視野をもって検討する必要があります。
　このため、学校再編の優先順位を見える化した上で、学校単位（点）で捉えるのではなく、
いくつかの学校区をまとめたブロック（面）で捉え、学校再編の具体を整理します。

　 基本方針で定めた「学校規模の方針」では、「望ましい学級数の目安」を目指しつつも、「少
なくとも必要な学級数の目安」を重視し、今後20年を見据えた持続可能な学校規模を検討する
としています。　
　この考え方のもと優先順位を見える化するに当たり、「少なくとも必要な児童生徒数・望まし
い児童生徒数の指標」と「優先順位の指標」を設定します。

（２）

（１）

■ 令和８年７月時点 ■ 問合せ先 ： 加須市教育委員会 生涯学習部教育総務課 魅力ある学校づくり推進室（加須市役所 ３階）　TEL 0480-62-1111

ブロック候補案① ブロック候補案②

ブロック候補案③ ブロック候補案④

　児童生徒アンケートや校長・教員アン
ケート等の調査結果を踏まえ、１学級当
たりの児童生徒数の下限人数を「小学校
20人、中学校30人」とします。
　この下限人数に「学校規模の方針」で
設定した学級数を乗じて求めた人数を、
小・中学校それぞれの児童生徒数の指標
とします（右表参照）。

　優先順位の指標は、複式学級の編制状況や少なくとも必要な児童生徒数・望ましい児童生徒
数を基に以下のとおり、検討の優先度が高い順に５段階で設定します。

ア　少なくとも必要な児童生徒数・望ましい児童生徒数の指標

イ　優先順位の指標

７ブロック ６ブロック

５ブロック ４ブロック

ブロックの設定は、ブロックごとに学校再編の具体を整理するため行うものであり、
同一のブロック内の学校を一つに再編することを前提としたものではありません。
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基本計画（骨子案）の詳細は、本編をご覧ください
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